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【事例】大網白里市デジタル博物館（大網白里市）【0：要旨】

施設を持たず、インターネット上で常設展示を行う本格的デジタル博物館

• 大網白里市は、人口48,000人ほどの自治体で、
博物館や美術館などの文化施設を有していない。

• 以前より市民から博物館設置の要望があり、複数回
設置が計画されたが、施設用地・費用面の課題から
検討が頓挫していた。

• そこで、用地・費用面の課題を抑えながら、考古資料や
美術品に市民に公開する機会を提供できるよう、
インターネットを活用したデジタル博物館を設置する
検討を始めた。

背景・目的

• デジタル博物館
市に所縁のある考古資料や美術品
等を閲覧できるインターネット上の
博物館。アーカイブ資料は、テーマ別に
キュレーションされて公開されている。

• デジタル博物館を活用したイベント
小学生向けの出前授業や
市民向けの出前講座を実施。

取組概要

H23 市の第5次総合計画にて、インターネットを活用した
デジタル博物館づくりを推進することに言及

H28 図書館振興財団「提案型助成事業」採択

H30 「大網白里市デジタル博物館」オープン

R4 クラウドファンディングを実施
子ども向けページ「子ども考古学教室」の公開
出前授業を実施

R6 登録博物館に認定
施設を持たない博物館では日本初の事例

事業経過
• 地域の貴重資料等を閲覧する機会の創出

これまで文化施設がないために一般公開できなかった
貴重資料等を、オンライン上でいつでもどこでも閲覧
できるようになった。

R5年度は、月平均21,000アクセスを獲得。

• 博物館設置にかかる負担の抑制

リアルな博物館の設置と比較して、施設用地、費用、
人員などの負担を抑さえながら博物館の設置を実現。

成果・効果

参考）大網白里市デジタル博物館:https://adeac.jp/oamishirasato-city/top/

出所）大網白里市デジタル博物館

①社会教育施設の
安定運営・維持管理

④地域の課題解決

③社会教育の
新たな仕組み創出

②新たな社会教育
コンテンツの開発
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【事例】大網白里市デジタル博物館（大網白里市） 【1：デジタルサービス詳細】

• 市に所縁のある考古資料や美術品等を閲覧できるインターネット上の博物館。
• デジタルアーカイブ化された資料は、テーマ別にキュレーションされて公開されている。

大網白里市デジタル博物館

参考）大網白里市デジタル博物館:https://adeac.jp/oamishirasato-city/top/

博物館のページ テーマ別のページ

土器などの立体物は、
3Dでアーカイブ化
されているものもあり、
角度を自由自在に
変えながら閲覧できる
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【事例】大網白里市デジタル博物館（大網白里市） 【2：実現のポイント】

取組における課題と対応策

• H28年度・R1年度：
公益財団法人図書館振興財団「提案型助成事業」

• R1年度：宝くじ社会貢献広報事業

• R4年度：クラウドファンディング型ふるさと納税
「デジタル博物館×小学校教育 考古資料の教材化プロジェクト」

活用した支援

• 地域の貴重資料等を閲覧する機会の創出

これまで文化施設がないために一般公開できなかった貴重資料
等を、オンライン上でいつでもどこでも閲覧できるようになった。

小学校での社会科や地域学習の授業で、地域内で出土した
土器の3D画像を閲覧できるなど、より深い学習の機会を
提供できるようになった。

デジタル博物館へのアクセス数は、
R5年度の月平均で21,000アクセスを獲得。

• 博物館設置にかかる負担の抑制

リアルな博物館の設置と比較して、施設用地、費用、人員など
の負担を抑さえながら博物館の設置を実現。

• 場所の制限を受けないデジタルならではのキュレーション

大網白里市に関連する資料で、市外の文化施設に所蔵されて
いるものも、デジタル博物館の展示品としてキュレーション。

取組の成果・効果

• 資料の商業、観光業での活用
資料画像をお土産品等に活用することを検討中

• 大学などと連携した取組
近隣の大学と連携した企画展や新しいコンテンツの開発

• 掲載コンテンツの分野拡大
現在掲載している歴史、美術、等の分野に加えて、
自然科学分野などに関するコンテンツも掲載できると好ましい

今後の展望

デジタル博物館の
利用促進

課題 対応策

• 小学生向けコンテンツの追加・
学校での出前授業の実施。

• 市民向けの出前講座の実施。
デジタル博物館の使い方の紹介と
掲載資料の実物を見られるもの

デジタル博物館に
掲載する

コンテンツの収集

• 市が所有する資料に加えて、
市外の文化施設にも所蔵資料の
アーカイブ化・掲載への協力を
依頼。

デジタル博物館の
開設に向けた体制・
人手不足への対応

• 学芸員経験者の臨時職員を
採用。資料のデジタルデータ化や
解説文の執筆を分担。

• デジタル関連の知識は、庁内の
情報化担当課と連携して補完。導

入
時
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